第12回　施設処遇検討会議　議事録　H23.7.25

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・馬渕豊子・小笠原嘉紀

木村春子・小坂和子・三浦綾子・中村文洋

乙崎義幸

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山欣也・上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：小坂和子
議題

１：中村与一郎様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：鈴木　茂子様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：中村与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：高コレステロール血症・高ＬＤＬＣ血症

＜問題点・介入方法＞

1  身の回りの整理整頓が上手くできない。
介入方法
・　休日には必ず、自室の掃除と整理整頓をする習慣を身につけていく。
· その都度自室の様子を見て、掃除が出来ていない時には声かけにて、清掃を促していく。また、掃除が難しい場所についてはアドバイスを交えながら、スタッフと一緒に行なっていく。
· 定期的に衣類や生活物品に不足が無いか促し、必要物品の過不足について確認の習慣付けを図る。
2 間食

TC（総コレステロール）と
LDL（低比重リポタンパク）が高値になることがある。
・ホールに掲示している食品表や菓子のパッケージに付いているカロリー表記を参考に、間食は200ｋCal以内に抑えるようにしていく。
　（「するめ）ように、カロリーが低くお腹が減りにくい食品を間食に適した食品として情報提供していく）
· 主食量を210ｇ以内に抑えていく。
· 夜間の間食を行なわないように見守りを行なう。
介入方法
・　健康プログラムにて、間食に関する勉強会を継続して実施することで適切な間食について理解を深めていただく。　

③ 生活リズムが乱れる事がある
（起床時間の遅れ）

介入方法

· 起床時間が遅れた回数などの表を作成・参考にして面談を行い、生活リズムの安定を意識付け、意欲の向上を図る。
· 余暇の活用については徐々に定着してきており、今後も継続していけるよう支援していく。
④　金銭管理が難しい。
（購買欲求のコントロールが難しい）
介入方法

· 「買い物」に関する勉強会を開き、購入したい品が今必要になる物かどうか、商品の金額をふまえて購入を判断出来るように習慣付けを図っていく。
・　定期的に小遣い帳の確認を行い、小遣い残金を考えた上で買物をする習慣を身に付けていく。
5 不安なことに体調を左右されやすい
（環境の変化や対人関係、指導による）
介入方法

· 今後、奥山様や岩城様との交流に置いて、不安や不満に感じることが生じる可能性が考えられる為、普段の会話や定期的な面談から様子から状態を見守り、必要時には臨時で面談を行ない不安や不満の解消に努める。
・　対人交流の問題の予防として、必要時には本人と他利用者とスタッフを交えた面談を行なっていく。
＜評価＞

　

面談にて本人としては社会復帰訓練施設青山荘を経てＨＧ入所を希望している為、社会復帰訓練施設を利用する目的を明確にし、計画に沿って本人が行動化できるように介入が必要である。負荷や環境によって体調を左右されやすい面があるため、状態を確認しながら支援していく。対人関係につても様子確認していく。今の経済状況（年金2級　6万6千円）では厳しい為、家族面談を設けて生活保護申請（役場、六ヶ所村泊）を検討していく。

２：鈴木　茂子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：脂質代謝異常症

＜問題点・介入方法＞

①　健康管理
介入方法

・　体重減量により膝痛が軽減されてきているため、現状を継続できるよう、間食量や運動量について定期的に状況確認し、必要時には間食内容や摂取方法、運動内容等について本人と検討し、実施する。
・　主治医へ確認の上、服薬自己管理のステップアップ（事務室預かり→服薬チェック表の使用による自己管理へ）を進める
〈施設退所後の生活に向けて〉
・　定期採血検査および本人の健康状態について、主治医に確認の上、実施の許可が出た場合、自炊訓練の導入も進めていく。

②　金銭管理介

（設定範囲内での小遣いおよび生活費の管理）

介入方法

・　小遣い帳の記入、収支状況を定期的に確認する。
・　日用品等の購入時には、小遣い以外の生活費範囲内で自分で購入するよう指導する。
→自己の生活費から支払う事で、金銭が貴重なものであるという意識付けを図る
・　現在の設定金額にて小遣い管理が適切に行えている場合、1ヵ月分を一括で本人に管理していただき、管理状況もその都度確認していく。

3 対人関係
（対人関係において、金銭または物品のやりとりによるトラブルが発生する可能性がある）

介入方法
金銭や物品のやりとりが表面化してくることを未然に防ぐために
・ 定期的な金銭管理状況の確認
· 姉様との本人への関わりの統一を図る
· 面談の機会を設け、これまでの入院の経緯や施設入所に至った原因について振り返り、課題の自覚を促す。
· もののやりとりを介さず対人関係を構築していく方法を本人と検討していく。
＜評価＞

体重管理（現状維持）については本人が管理出来るようチェックリストを作成し意識づけしていき、定期的に本人と振り返りを行なう。　他者との物のやり取りについて本人は物のやりとりで対人交流を図ろうとする傾向にある為、SSTなどのプログラムを活用して指導していく。金銭管理についても定期的に面談を実施し、遣い方に過度な面が見られた際は指導していく。（本人へも疑われるような行動はしないよう伝えていく）

